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序文

本書は喜連西遺跡における発掘調査の第 l冊目となる報告書である。

今回の大阪市営住宅の建替えに伴う調査は、今後も予想される喜連西遺跡の本格的な発掘

調査の契機になったほか、遺跡の性格の解明に向けての基礎的な資料を得ることができた。

さらに遺跡が調査地の周辺に拡がることを明らかにしえた意義は大きい。

本書では弥生時代中期後葉および同終末の成果についてはもとより、さらに時代が遡る縄

文時代前期や後期旧石器時代の成果をも加えることができた。これらによ って本遺跡は南に

位置する瓜破北遺跡と関係が深い遺跡であることがわかったほか、全長22mの大型の墳丘墓

の確認は、当地域の弥生時代終末の墓域や当時の墓葬の在り方についても新たな知見を加え

たといえよう。

今回の発掘調査と資料整理、報告書の刊行に当たっては、大阪市都市整備局をはじめとす

る関係各位、地元の皆様にご協力いただいた。ここに深く感謝の意を表するとともに、今後

もより一層のご支援、ご協力をお願い申し上げたい。

2012年3月

財団法人大阪市博物館協会

大阪文化財研究所

所長長山雅一





伊リ 仁コ

一、本書は財団法人大阪市博物館協会大阪文化財研究所が2010(平成22)年度に平野区喜連凶凹TElで実施した大阪市

営西喜連住宅建設工事に伴う発掘調査(KR10-1次、 KRは喜連西辿跡および喜連東逃跡を示す)の報告書である。

一、発掘調資と報告書作成の世用は、大阪市都市整備局の負担による。

一、発掘調査は、財団法人大阪市博物館協会大阪文化財研究所次長南秀雄ならびに長jjt調査事務所長(当時)佐藤隆の指

揮のもとで、 l嘱託調査員成海佳子が担当した。調査の期!日1.面積は第I章に示す。

一、本書の執筆および編集は、同研究所東淀川調査事務所長佐藤|径の指僚のもと総括研究員団'-1-'清美が行った。本書の

用字用語や体主!となどの調整は、佐藤 事業企画謀長代主g清水利明 -学芸員小倉徹也の報告書校正委員が行った。

一、遺構写真は主として調査担当者が撮影したが、一部を寿稿写房寿惰i張氏に委託した。造物写真の撮影は、写房ti'十I華

堂内田真紀子氏に委託した。

一、空中写真測量および、基準点iWJ景は、株式会社パスコに委託した。

一、発掘調査で得られた11'，土造物、図面 写真などの資本|はすべて当研究所が保管している。



凡例

l 本書で用いた層序学 ・堆積学などの用語の中で、遺跡の地層に係る特殊な用語については[文化庁文化財部記念物

謀編2010Jに準じる。また、本書の地層名は、発掘調査における層序番号を用いており、 111¥破北遺跡の基本層序」

との対比には[大阪市文化財協会2006Jを参考にした。

2 本書における遺tj1f名の表記には、掘立柱建物は(SB)、柵は(SA)、講は(SD)、士墳は(SK)、柱穴 ・小穴は(Sp)、そ

の他遺構は(SX)を冠している。遺構番号は調査時に付したものを踏襲したが、 69番以降については新たに付した。

また、 SB61の各柱穴についてはほかの遺構番号との重複をさけるため、 SP1-9とした。

3 水準値はT.P値(東京湾平均海面値)を用い、本文中ではITP+OmJと省略した。また、 座標値は「測地成果2000J

に基づく 。図中の方位は図 1. 3が真北を、それ以外は座標北を基準とした。

4 本書で用いた地層の土色および遺物の色調は、『新版標準土色帖j[小111正忠 ・竹原秀雄2006Jに拠った。

5 本書では庄内式土器を弥生時代終末に位置付け、庄内~布留期の土器の分類 ・編年については[EB中清美2011a

2011 bJに拠った。暦年代は光谷拓実氏による年輪年代に拠っている[光谷拓実 -大河内隆之2006J。また、平安時

代の土器の記述方法、分類、年代観などについては[佐藤隆2008Jを参考にした。本文中では煩雑を避けるため、こ

れらの引用文献をその都度提示することをおl愛した。

6 引用文献は巻末に示した。
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図 版 日 次

地層|折而(一) 8 室町時代の遺構(二)

」← l 区東壁地層断面 5 ~ 6 区 (商から) 上賞VJit#l洋全景(北東から)

l 区東壁地層断面 6 ~ 7 区(商から ) 下 鋤dli:l:午全景(北京から)

2 地!百|断面(二) 9 室町時代の遺構(三)

」 l区 東壁地層断面4A区南部(西から) 10 室町時代の遺構(四)

中 l区 東壁地層断面4AI茎中央音II(西から) 上 SP62検出状況(南から)

下 l区 東壁地層断面4A区以北(南西から) 'IJ . SP63 (南から)

3 弥生時代終末の遺構(一) 下 SP64(南から)

上 SK66検出状況(北から) 11 室町時代の遺構(五)

下 SK66Pl1:1ヒセクション東盛地層断面(西から) 上 SK35断面(南から)

4 弥生時代終末の逃構(二) 中 SD03 . 04断面(北から)

」二SP37検出状況(南から) 下 SD05断面(:1ヒから)

中 SP37土器埋納状況(南から) 12 遺構出土遺物(ー)

下 SP37断面(南から) 13 遺構出土遺物(二)

5 弥生時代終末の遺構(三) 14 遺構出土遺物(三)

上 SX75全景(南東から) 15 遺構出土造物(四)

f • SX75全景(南東から) 16 遺構1111土造物(五)

6 弥生時代終末の遺構(四) 17 遺構および各層出土遺物(一)

上 SX75南周溝東音11遺物出土状況(南東から) 18 遺構および各層出土泣物(二)

下 SX75拡張区西周溝全景(南から)

7 室11町時代の遺構(一)

上 l区 第5層上回逃構検出状況(:1ヒから)

下ー l区 第5層上回遺構検出状況(北から)

11 



挿図

I'ZI j 喜連西遺跡、の位置・ー ・0・ ・・・ 0・0・・ e・0・・・・ ・l

l到2 喜連西遺跡、および瓜破北逃跡のおもな既往の調査

.2 

凶3 遺跡;のf立笹とその周辺の地形分類 - ・ー ー3

|五14 喜連西遺跡、の位置とその周辺の遺跡、.... ・ .3 

I'ZI 5 調査区配置図 ................. ・・・ ・ ー5

図6 区北壁および東医地層断面図・ーー・ ・・・・・・ 8 

|豆17 2区南壁および西陵地用断面|豆|ー ー・ ........9 

凶8 第6層上回遺構自己世図(1)・ • .“ ・・ 0・・・・ 0 ・・ j2 

凶9 第6層上回遺構配置図(2)". 一 一・....13 

図10 SK66平面 ・断面際l・・・・・・ ・0・・・・ ・e・・ ・・・・ . 14 

1主111 SK66出土遺物実測図(1) ・・ ・・・・・・ー・・・・ー 15 

1'Z112 SK66出土造物実iWJI五IC2) ー・・ ・・・・ ・・・・・ 16 

1'Z113 SK 6611.'，土造物実測図(3) ーー・・・・・・・・・0・・・ 17 

図14 第6層上国造機平耐 断面図 ..............1凶8 

図l日5 SX59およびjh6A凶L

|似立刈山116 SX72出土泣物3笑起il訓訓測l日"則!リ同lリJI医阿豆苅1........ ・・・・・ 19 

目 次

図17 SK73出土逃物実iWJr:xl ・・ ・・ e ・ 19 

1'Z118 SP37平田 断而凶および出土逃物実社!IJ図.....20 

図19 SX75. 76平面 ー断而図 ー ー .. • . . • . . . •• 21 

図20 SX75南周溝出土造物実視IJ図 • ....・・・・0 ・・.22 

図21 SX75西周溝出土造物実淵IJ図 ・...........23 

区122 SX75:1じ周i'l#IJj土辿物実iPIJ図 ・・ 0・・・ ・..・・ 0・・・.24 

図23 第4屑 F面および第 5層上面造機自己世|豆1C 1 ) 

26 

1~24 第4層下回および第5層 t面逃構配置図(2) 

ー 27

区125 S861' SA 70平面-断而国 ー・ー ー・・......28 

同26 S011'鋤講群平而 ・断而図 。.....・・ 0・・・・ 0・29

1'Z127 SK35' S058 鋤i~l'l洋平面 |折蘭IXI......... 30 

凶28 S058出土造物主i.fil!リ I~ I .. 

図29 第2層上面遺桃配置図 ー

1
i

q
4
 

q

J

q

d

 

~130 各層出土造物実iHlJl~1( 1 ) ー ・ ・・・・・ー・ 34 

1必31 各!百出土遺物実iPIJl芸I(2) .......... ・.......35 

表 目次

表i 志連商遺跡とJl¥l岐北逃跡のこれまでのおもな調j1f

4 

表2 発掘調査の期間なと ・・ 0・・・ e・・・・・ ー・・・ ー・..6 

表3 層!字表 ..• . ・ ・・・ .. • ..• .・・ . . .. 10 

写 宣〈

写真 1 重機掘削l状況・・ ...........................6

表4 巡梢観察表 ...........ー ー・ .• •. .・ ー 39 

表5 巡物観察表(1) ・ー . . .•• .... ・・・........40 

表6 i立物観察表(2)............ー -一 . . . .• 41 

表7 逃物観察表(3)・・・ 0・・・・・0・・・・・・・・・ e・e・・・・・・ 42 

目 次

写真一2 人力掘削状況・..・0・・・・・ 0・..・・・・・ ・・・ ・・・・・ 0・6

111 





第 I章調査に至る経緯と経過

第 1節 調査地の位置と既往の調査

喜連西遺跡は大阪市域の東南部、平野区喜連西四丁目一帯に位置する弥生時代から江戸時代にかけ

ての複合遺跡であるが、遺跡の範囲や実態については明らかでない部分が多い(図 1. 2)。本調査に

先駆けて住宅建設予定地内の4箇所で実施された大阪市教育委員会文化財保護担当による試掘調査で

は、旧市営住宅の建設時の整地層下に室町~江戸時代の遺物を含む地層、層相から弥生~平安時代の

地層とみられる暗灰褐色シル ト質粘土層、 旧石器を含む可能性が指摘された黄色ないし灰色の粘土~

砂質粘土層が確認されている。

調査地の東南約300mには東西・南北とも約400mの範囲に拡がる旧石器~江戸時代の複合遺跡、であ

る瓜破北遺跡[大阪市文化財協会2006・2009Jが位置しているほか、西南約200m付近には、城南学園

のキャンパス内の調査で弥生時代終末の土器棺墓[古市晃・杉本厚典1997Jが、この近くのYT97-1 

次調査地でも古墳時代中期の竪穴建物をはじめ、鎌倉~江戸時代の遺構や遺物が検出された矢田2丁

目所在遺跡が位置している[松本百合子1999J。

一方、調査地の南側には古代の摂津 ・河内の直線国境を兼ねる道路として八尾市域から住吉津に至

る磯歯津路(敷津長吉線/長居公園道路)が東西に走っており、調査地はこれに南面する位置にある。

また、調査地の東方の喜連東遺跡、では縄文海進期に生駒

山麓の西側に拡がっていた河内湾の南岸とみられる海蝕

崖をはじめ、南の河内台地から北に聞く「馬池谷」の延長

部が確認され、 KR94-7次調査では谷に堆積した 4m

に及ぶ地層を確認し、その中の縄文時代前期末~中期の

地層はこの一帯に海水が浸入していたことを示す汽水成

層であった[大阪市文化財協会2009bJ0 I馬池谷」内では

KR82-2次調査で弥生時代中期中葉の土器や石器が出

土したほか、谷を望む段丘上からKR99-2・00-2次

調査で弥生時代後期前葉の方形周溝墓、 KR86-2・4

次調査で、弥生時代終末の突出部のある墳丘墓や方形周溝

墓、 KR99-1・00-1次調査ほかで古墳時代中期の方墳

群、 KR89-2次調査で奈良~平安時代の掘立柱建物群

や井戸、 KR86-3次調査で室町時代の集落や廟堂など

多岐に渡る遺構や遺物が検出されている[大阪市文化財

唱
E
よ

図 l 喜連西遺跡の位置



図2 喜連西遺跡および瓜破北遺跡、のおもな既往の調査

協会1999・2009b]。

一方、喜連西遺跡から喜連東遺跡にかけての地域は既述した磯歯津路ゃいわゆる条里制の形跡を示

す田畑が近年まで遺存していた場所であり、 1942年(昭和17)の航空写真や1885年(明治18)の陸軍測

地部による当地域の地形図には、喜連村史の会代表の白川俊義氏も指摘されているように条里制の地

割や「伎人堤Jと伝わる堤防跡の一部と重複する磯歯津路、一部が「行者堤jと推定されている古市街道、

現在は跡かたもなくすっかり埋め立てられてしまった西池、西喜連環濠集落の中央部を南北に通る中

高野街道などが見て取れる[白川俊義2010]。したがって、本調査地においても後述するように旧市営

住宅建設時の整地層下には、調査地域が江戸時代以来長らく田園地帯であったことを示す作土層をは

じめ条里制地割の方向と一致する溝や畦畔が見られた。

ところで、喜連西遺跡の南側を東西方向に走る長居公園通りは、先述したように摂津と河内の直

つ臼
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表 l 喜連西遺跡と瓜破北遺跡のこれまでのおもな調査

番号 名称および調査名 調査年度 おもな逃構造物 参考文献

KR10-1 2010 本書

2 UR-4 1976 弥生後期~古墳前WJ集落、大消 大阪市文化財協会1980

3 UR-5 1976 弥生後期~古墳前期集落、大i~i 大阪市文化財協会1981
4 辻本商!古跡地 1977 弥生後期大講 大阪市文化財協会1980
5 URー 7 1978 弥生後期大溝、小穴群 大阪市文化財協会1980
6 UR-8 1978 古墳前期方形周溝墓、土境基、大消、"1"国鋭 大阪市文化財協会1980
7 UR80-2 1980 古墳時代前期方形周溝墓 大阪市文化財協会2000
8 UR80-3 1980 弥生時代後期 ー古墳時代前期集落、大溝、中国鋭 大阪市文化財協会2000
9 UR81-5 1981 弥生時代の沼状堆積 大阪市教育委員会 大阪市文化財協会1983
10 UR88-43 1988 弥生時代後期~古墳前期集落、吉11tH型裂 大阪市文化財協会2000
11 UR89子 l 1989 弥生時代後期~庄内期集落 大阪市文化財協会2000
12 UR90-13 1990 |当然流路、深掘りによ って段丘構成層を維認 大阪市文化財協会2000
13 UR91-3 1991 弥生中期石器製作祉 大阪市文化財協会2000
14 UR04 -1 2004 旧石器~純文時代石器逃物、純文石器製f乍祉 大阪市文化財協会2006
15 UR04-2 2004 弥生後期後半~古墳前期集落、庄内j明方形周柿墓 大阪市文化財協会2006
16 UR04← 3 2004 縄文流路土器 ー石器、弥生後期後半集落 大阪市文化財協会2006
17 UR06-1 2006 純文土器 -旧石器~縄文石R*造物 大阪市文化財協会2009a
18 UR07-3 2007 旧石ilif製作社、縄文前期流路、弥生後期末集落 大阪市文化財協会2009a

隷国境を兼ねた磯歯津路とみられており、 『日本書紀』雄略天皇14年条には「この月に呉の客のため道

を造って、磯歯津路に通わせた。これを呉坂と名づけたJとある。磯歯津路は住吉の津より東に進み、

現在の住吉区長居西2丁目から喜連西遺跡の南を通って八尾に至る古代の幹線道路であり、今後、喜

連西遺跡でも磯歯津路に関係する遺構や遺物が検出Iされる可能性がある。
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第2節 発掘調査の経過と報告書の作成

調査区は敷地内東南部の住棟建設予定地内に南北棟部分を l区、東西棟部分を 2区として設定した。

調査面積は l区が630ぱ、 2区は390ばである。なお、 1 . 2区との聞をSX75の規模や性格を究明す

るため、約40ぱ拡張したほか、 l区の北部についても東壁際で遺構が確認されたため、約3m'拡張し

た。したがって、最終的な調査面積は1.063ばであるO

調査に先駆けて平成22年6月14日からパネルゲートの設置工事、進入路の整地などの準備工をした

ほか、 6月16日より 1区の機械掘削に着手した。なお、調査区内に残っていた旧市営住宅のコンクリー

ト基礎については、協議によって調査時には撤去しないことになった。機械掘削の範囲は現地表下約

1. 5m間の現代整地層および近現代の作土層とし、以下の約O ， 5~O ， 8mの各層については人力で掘削し

て遺構 ・遺物の検出と調査を行った。発掘調査が進展するにしたがって、当地域の地山層と考えられ

た第6層が現在の地表面から比較的浅い位置に拡がること、予想以上に江戸時代の作土層が厚く、耕

作に伴う踏込みも地山層まで及ぶことが判明した。加えて試掘調査地に確認された古代以前の暗色帯

とみられる地層についても、江戸

時代以降の耕作によって撹f宇され

てl区の一部を除き遺構の埋土以

外に地層としては残っていないこ

とも判明した。この間、適時記録

保存のための実測や写真撮影を

行ったほか、 9月1. 2日には写

真撮影および写真測量を専門業者

に委託して実施した。l区は9月

21日に、 2区は 9月10日に基本

的な発掘調査を終えて、翌日から

2区の埋戻しに着手した。9月24

日には 1区を含めて調査区の埋戻

しを終えた。その後、調査機材の

搬出や出入り口のゲートの撤去お

よび鋼板塀の復旧をして、 9月28

日にはすべての作業を完了した。

平成23年6月から報告書の作成

作業にかかり、出土遺物は遺物台

帳に登録後、遺構や地層ごとに整

理して、洗浄 ・注記 ・抽出および

i |Jl 
蜘

X-154，050 

-F一一← ー←E D 

しIV
5 

1区

4 

X-154，100 

3 

C B A 

。 50m 

図5 調査区配置図

1 : 1，000 

に
J



写真 l 重機掘削状況 写真2 人力掘削状況

接合のあと実測図を作成した。それぞれの実測図はデジタルトレースして報告書の挿図にした。また、

地層や遺構の図面類は平面図と断面図の調整など、基本的な整理を経た後、本報告に掲載する遺構お

よび地層断面図をデジタルトレースして挿図にした。発掘調査時に撮影した遺構や地層の写真は、そ

れぞれファイルに整理して収納したものの中から報告書の図版や挿図の版下用に抜粋した。また、遺

物写真については写真図版用に撮影したものを編集し、報告書に掲載した。これらの諸作業を行って

本報告書を刊行した。

調査次数 | 調査地番

KRlO-1 平野区喜連西4丁目

表2 発掘調査の期間など

面積

1.063ぱ

-6-

調査期間

平成22年 6月14日~

同年9月28日

担当者

成海佳子



第E章調査の結果

第 l節層序

調査地の現地表面の標高は TP+5.3~5 .4mあり、周囲の道路面よりよりやや低い位置にある O ま

た、調査地の南側に位置する瓜破北遺跡の北部地域の現地表面と当地域の現地表面の標高差は約O.4m

あり、瓜破北遺跡から喜連西遺跡に向かつてわず、かに下がっている。本調査では現代の盛土(第O層.

層厚13~16m) 下から 3.5m問で、第 1 ~ l O層を確認した(図 6 ・ 7 、 表 3 )。 本報告では l区の東壁地

層断面を基本層序として記述する(図6)。

第l層 :オリーブ褐色(2.5Y4/3)粘土質シルト層で、層厚は 5~20cmあ り 、下面には耕作に伴う鋤

溝が見られた。 近現代の作土層である 。 本層上面の標高は TP+4.0~4 . 2mあり、 l 区は 2 区に比べて

幾分高くなっている。

第2層 オリーブ褐色(2.5Y4 / 3) 細喋混り粘土質シ lレトからなる作土層である 。 本層の層厚はlO~

30cmあり、上面の標高はTP+4.0m前後ある。江戸時代の肥前磁器および瓦の細片を含む。2区の第

2層の層厚は l区に比べて倍近くあったが、これは当地域の圃場を整備した際に 2区に客土をして l

区と同じ高さに揃えた結果と考えられる。本層の上面では l区で真南北方向の水田畦畔を、 2区では

真南北および真東西方向の水田11庄畔を検出した。

第3層.暗オリーブ色(5Y4/3)細機質シルトからなる作土層で、層厚は 5~25cmある 。 2 区のlC

~E区の本層下面では多数の踏込みゃ耕作痕跡が観察された。

第4層 。灰オリーブ色(5Y412)細牒質シルトからなる作土層で、層厚はl O~20cmある 。 l 区のほぼ

全域で本層の下面から鋤溝群および偶蹄類の足跡群が確認された。本層は室町時代の土師器 ・瓦器の

細片を含む。

第5層 ー黒褐色(2.5Y3/1)~暗オ リーブ褐色 (2.5Y 3 / 3) シルトで、地層としては l 区の5A~6A区

で確認された以外は遺構内の埋土として分布していた。本層の層厚は残りの良いところで'lOcm前後あ

り、風化した弥生土器の細片を含むことから弥生時代以前の暗色帯の可能性がある。第5層は2区で

はまったく確認されなかったが、これは後世の水田の造成の際に削平されたのであろう。本層の上面

では8861.8A70などを核!出した。

第6層 :明黄褐色(2.5Y6/6)~灰黄色 (2.5Y612) 粘土質シル トからなる当地域の低位段丘を形成す

る地層である。本層上面の標高は微高地状を呈する l区の2A~6A区がTP+3.7m前後あ り 、 l 区の

北端の8A区および 2 区西部のlF区は TP+3 .4~3.6mで、周囲に比べて幾分低い。 本層の層厚は45cm前

後あり 、上面では弥生時代終末の遺構を検出した。なお、本層の上面で検出した弥生時代の遺構内か

ら後期旧石器時代の石器や縄文時代の石器が出土したが、これらの本来の層準についてはここでは以
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表3 ]習序表

府1'(; ニEなれ相 層jP |
(cm) 

ιなjll構 ]司な3立物 時代
基本府1'1・

首¥0層 現代ll~ :1ニ !，~~土
130-

160 近現代

第 11宵 オリーフ褐色(Z.5Y1/3)判1土t'tシルト fi土 5 -20 V鋤!昨

首~ 2 11'1 オリープ褐色(2.5Y4/3)紺l碍h比り粘土質シルト fi，土 10-30 ←SR101-105 M~í而磁器瓦
iL戸時代

第3府 l府オリ ブ色(5Y4/3)紺l傑t!ンルト 11土 5 -25 ... ~背込み 、耕作jji ~ 
自I~ 4府 灰オリープ色 (5Y412 ) 紺l時H~ ンルト f'l土 10-20 V鋤税、足跡 瓦器上帥得 豆町i時代 3.1¥ 

第5層 型住j色(Z.5Y3!l)-1I在オリーブ地色(Z.5Y3/3)シルト11音色新 10前i長 I←S861.S.I¥70 |風化し川時代の
土器石鍛 山本以前 i5B

第6昭 i阿賀筒色(2.5Y6/6)-灰黄色(Z.5Y6/2)枯土質ンル卜 45ii1fi交 -SK66. SX75. SP37 縄文l時代の石鍬
縄文~

後期18打lliil時代の石棺

第7府 にぷい黄色(2.5Y6/3)細際費シルト 水成層 10-40 I 118以下

首¥8府 1'7<黄色(Z.5Y612)ンルト 水成周 20-30 118以下

司¥9府 灰白色(7.5Y7/l)ンルト 水成府 20以ーlニ 118以 F

第10府 I性1i'Q褐色(Z.5Y6/6)紺|隊 水成層 118以下

凡例 j 1，~1立I町検出遺構 マ地層|勾験lJ¥ill榊 ← UHi検出遺構 v ドi!ff検出遺榊

下のように考えておきたい。喜連西遺跡の第6層は、火山灰分析や上下の層準について十分な検討

を行っているわけではないが、先述したように第5層は弥生時代終末以前の暗色帯であること、第6

層の層相が瓜破北遺跡の後期旧石器時代の地層とし、う 第llB層に対比される。したがって、喜連西遺

跡の第6層は、長原遺跡標準層序の低位段E構成層の最上部層であるNG13B層[大阪市文化財協会

2002bJに対比される可能性が高く 、当地域も河内台地末端から北に派生した後期間石器時代の地層

を含む低位段丘構成層が埋没していることを裏付けている。本層の上面ではSP37.SK66 . SX75ほ

かの弥生時代終末の遺構を検出した。

第7層以下はトレンチ調査で確認した当地域の低位段丘構成層と考える地層である。ここでは各層

の岩相の概略を述べておく 。

第7層 にぶい黄色 (2.5Y6/ 3)細蝶質シルトで、層厚1 0~40cmの水成層で、ある 。

第8層 灰黄色 (2 . 5Y612) シ ルトで、 層厚20~30cmの水成層で、ある 。

第9層 灰白色(7.5Y7/1)シルトで、層厚20cm以上の水成層で、ある。

第10層 :明黄褐色(2.5Y6/6)細礁で、層厚20cm以上の水成層で、ある。

-10-



第2節 弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は l区の2A~6A区の第 6 層の上面から検出されたが、 一部の遺構を除き後世の耕

作で撹乱および削平されて残りは良くなかった(図8・9)。また、 2区では弥生時代に属する遺構や

遺物は認められなかった。以下、 l区の弥生時代の遺構と遺物について時期を追って記述する。

SK66 6A区に位置する長径約1.7m以上、短径約1.5m、深さ約0.5mの土墳で、ある(図10)。掘形の

断面の形状は措鉢状を呈している。埋土は下部が水っきの暗オリーブ褐色(2.5Y313)粘土質シルト、

上部が褐灰色(lOYR4/1)粘土質シルトや黄褐色(2.5Y5/6)粘土質シlレトの偽磯および土器片、炭化物

を多く含む暗褐色(10YR3/4)細粒砂質シルト・黒褐色(2.5Y3/1)粘土質シルトである。底はロー ト状

に開く遺構の上部から筒状に細くなっており、掘形に沿うように弥生土器が投棄されたような状態で

出土した。弥生土器は器面が風化しており、同一個体として接合したものは少なく、弥生時代中期後

葉に属する 1~16および同終末の17~47が混在していた (図11 ・ 12) 。 土器片や炭化物を多量に含むこ

とからいわゆるゴミ穴と考えられる。

1は口縁部の外端面に 2条の凹線文が巡る組l頚査の口頚部片である。外面を細かい縦方向のハケ

で調整している o 2も細頚査の頚部片である。内面をユピオサエで整えている。3は口縁部が2段に

開く広口壷で、器体の内外面をヨコナデ調整している。口縁部の上端面をわずかに丸くおさめる。4

は壷の体部片で、器面が磨滅しているため、調整は不明である。5は外面に櫛描直娘文と波状文を施

した査の体部片である。6. 7は広口壷の口縁部片で、端部を垂下している。口縁部の外端面に6は

刺突文を、 7は櫛描簾状文と刺突文を施している。8は広口壷の口縁部片で、上下を拡張している O

丸味のある口縁部の外端面を櫛描簾状文と刺突文および3個一対の円形浮文で加飾している。9・10

は口縁部を上下に拡張した広口査で、口縁部の外端面に9は櫛描簾状文と櫛描列点文を、 10は3段の

櫛描簾状文を施している。10の頚部の外面には櫛描簾状文が見られる。11は口縁部が直線的に開く斐

で、器体の調整は口縁部の内外面がヨ コナデ、内面は板状工具によるナデである。12は口縁部が緩や

かに開く小型の整である。口縁部の内外面をヨコナデ調整している。13.15は査の底部、 14・16は斐

の底部とみられるものである。15の器面調整は外面が左上がりの細筋のへラ ミガキで、内面は左上が

りの粗いハケである。13の内面はユピオサエで整えている。14.16は器面の残りが悪いため、調整は

明らかでない。

以上の土器の所属時期は、細頚査の凹線文や口縁部を上下に拡張した広口査の形態や文様構成から

みて、弥生時代中期後葉(河内町一 3様式)と考える。

17~33は斐で、 17 ・ 18 ・ 20 ・ 21 .27・28. 30~32は口縁部が直線的に聞くもので、出土した斐の

口縁部の過半数を占めている。このほか、口縁部が緩やかに聞く 19、直線的に聞いたあと、上端が短

く聞く29、一旦外反したあと、受け口状におさめる33がある。休部の外面を17・18・20・33は右上がり 、

19・21は横方向、 30は縦方向、 31・32は左上がりの平行タタキ(4本11cm)で整形している。体部内

面の調整は17・20が横あるいは縦方向のハケのあと横方向のナデ、 18.21・29は横方向のナデ、 33

1-
1
1ム



G:'>1 

∞
 

v
，
 

ω
 
。04
 
v
，
 

SK66 

SKS S 
:三二亀

SD60( 

図8 第6層上面遺構配置図(1)

つん
句

l
i

X-154，060 

7A区

X-154，070 

X-154，080 

X-154，090 

6A区

5A区

。
1: 150 

5m 



0
 
9
 
B
 
-AゆVI

 

X-154，090 

4A区

、

、、

、
、

、
、i
 

、
、

湾の痕跡

∞
 

9
 
4
 

V
I
 

ドr
ーで ご二ミヱミJ

X-154，100 

3A区

X-154，110 

X-154，120 

2A区

1A区1 B区

5m 

1 : 150 

。

第6層上面遺構配置図(2 ) 

円
べ
U
1
i
 

図9



5-ーー;;( 5
 
7
 
0
 
4
 
5
 

X
 

/ 

Y-41，892 

A' 

/ TP+3.5m 
A 

+3.0m 

i黒褐色(25Y3!l)粘土質シルト (黄褐色(25Y5/6)粘土質シルト偽際土器片炭化物を含む)
2 :11音褐色(lOYR3/4)細粒砂質シルト (褐灰色(lOYR4/l)粘土質シルト偽磯・二|碍片・炭化物を含む)
3 :11音オ リーブ褐色(25Y3/3)粘土質ンル ト(土保片を含む)
4明策褐色(2.5Y6/6)-灰黄色(25Y612)粘土'i'tンル ト

。 1m 

1 25 

図10 SK66平面 ・断面図

は右上がりのナデ、 19・30・31は時計回りのヘラケズリである O 体部が丸い28は外面を左上がりの粗

いハケで、内面を粗いハケ状のナデで調整している 。 22~26は斐の底部で、 いずれも器体の外面を右

上がりの平行タタキで整形している。底部の形態は体部下半から突出する23以外は低平で、 22・24は

裏面中央部が凹む。

34は口縁部が頚部の上端から水平に聞く 査であるO 口縁端部を上方にわずかに肥厚してお り、内外

面の調整は細いハケのあとヨコナデである 。 35~42は査の休部あるいは底部とみられるもので、体部

外面の調整は41が縦方向のヘラミガキ、 42は縦方向の細いハケである。なお、査とみた38は、器面の

風化が進んでおり、調整は明らかでないが、器体の形態や胎土は平野馬場遺跡のSK170から出土した

播磨西部産の可能性が高い広口壷112に酷似している[大阪文化財研究所2011Jo39の底部裏面は浅く

14 
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図11 SK661+'，土造物実iWJ図(1)

凹んでおり 、木葉の圧痕がある。

43は体部の中央に最大径がある鉢で、口縁部は一旦外反したあと立つ複合口縁である。器体の調整

は口頭部の内外面がヨコナデ、体部の外面は左 ヒがりのハケ、内面は縦から横方向のへラケズリで、

頚部の内面にはヨコハケが残る。

44~47は高杯の杯部あるいは脚部の破片である 。 44 ・ 45の口縁部は底音防、ら体部を経て外上方に開

く。46は口縁部が体部から緩やかに開く杯部である。47は緩やかに聞いた脚裾部で端部を商取る。

48・49はともに砂岩製の敵石である。前者は最大長7.40cm、最大幅4.95cm、最大厚3.0cmで、 表面

の風化が著しい。下端および側面に敵打痕が見られる。後者は最大長5.35cm、最大111i'jj3.55cm、最大厚2.5

cmで、表裏面に敵打痕がある。側面には磨痕が見られる。以上の石器は、共伴した弥生土器と同時期

の可能性が高い。

これらの遺物のうち土器の所属時期は、休部が球形に近い聾17や体部の内面をへラケズリ調整する

斐30・31、讃岐や阿波地域に分布の中心がある口縁部が水平ーに開く広口壷34、播磨西部地域の搬入品

の可能性のある壷38、複合口縁部の鉢43などから構成されること、布留式土器を含まないことを考慮

すると庄内 1 ~ 2 期に属するものであろう 。

に
J
1
i
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SX59 5A区に位置する長辺3.8m以上、短

辺2m~)，上、深さ 0.2mの落込みで、ある(図14) 0 

遺構の底は平坦な面をなし、西側掘形の近く

でSK71を確認したほか、遺構の南側をSX72

に掘り込まれていた。埋土は黒褐色(2.5Y3/1)

細粒砂質シルトで、弥生土器の細片および炭

化物が出土した。なお、本遺構内および周辺

の第6層の上部から後述するような後期旧石

器時代に属する可能性の高いサヌカイト製の

石器50~54が出土した(図1 5) 。

50は最大長5.2cm、最大幅2.85cm、最大厚1.15

cmの、重さ21.6gの棋の可能性のある石器であ

る。上下端に細部調整剥離がある o 51は最大

長2.7cm、最大幅1.95cm、最大厚0.45cm、重さ

1.8gの剥片で、ある。52は最大長2.4cm、最大幅

2.1cm、最大厚0.25cm、重さ1.9gの剥片で、ある。

53は最大長2.45cm、最大幅2.60cm、最大厚0.3

O 
=孟孟二

1 :2 

5cm 

図13 SK66出土遺物実測図(3 ) 

門

i
'
E
Eム

cm重、さ2.1gの剥片で、ある o54は最大長3.45cm、

最大l幅3.20cm、最大厚0.60cm、重さ6.9gの折損した剥片である O 以上の石器や剥片は弥生時代終末の

土器片に伴出したが、埋土に第6層の偽礁を含むことや石器の表面が著しく風化していることから後

期旧石器時代の石器の可能性があるO

SX72 5A区に位置する長辺3m以上、短辺約3m、深さ約0.3mの落込みで、 SD60およびSK69・

73・74に掘り込まれている。埋士は第6層の偽礁を含むオリーブ黒色(5Y3/1)シルト~暗オリーブ褐

色(2.5Y3/3)シル ト質極細粒砂で、弥生時代終末に属する土器の細片をはじめ、 土製品が出土した(図

16)。

55は直径1.45cmの土製丸玉で、ある。紐孔は見られない。単体で出土しており、用途については不明

である。

SK53 5A区に位置する長径0.55m、短径0.45m、深さ0.05mの浅い士墳で、ある O 埋土はにぶい黄

褐色(10YR4/3)細喋質シル トで、遺物は出土しなかった。

SK54・55 5A区に東西に並んで、位置する不整形な土壌で、深さは0.10m前後ある O 埋土はともに

にぶい黄褐色(lOYR4/3)細牒質シルトで、遺物は出土しなかった。

SK69 5A区に位置する長辺1.15m、短辺0.80m、深さ0.20mの不整形な土墳で、あるO 埋土はオリー

ブ黒色(5Y3/1)細磯質シルトで、遺物は出土しなかった。

SK71 SX59の底で検出された長辺1.40m、短辺0.70m、深さ0.60mの隅丸長方形の土墳であるO

埋土は第6層の偽礁を含む黒褐色(10YR312)シルトで、遺物は出土しなかった。
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時でど六戸 てP+3，6m
l オリーブ里色(5Y3/1)シルト
211音オリーブ褐色(25Y3/3)シルト質極細粒lij;
3黄褐色(25Y5/6)ンルト

l オリーブ盟色(5Y3/l)シル ト i SX72 
2，11音オリーブ倒色(25Y3/3)シルト質極制11粒砂 J
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3 オリーブ黄色(5Y6/4)訓11機質シルト J SK74 1 : 50 

第6層上面遺構平面-断面図

-18 -

図14



亡コ

。

ぷ戸二二コ

03cm 

23  

-0-

@ 55 
IOcm 

1 4 

図16SX721J:¥土遺物実iJ!IJ図

U~ 
。 IOcm 

1 : 4 

図17SK73出土造物実測図

~~ ~ 
C二二二二二フ

53 

4ご二二二二二〉

くこ二三ミコ

図15 SX59および周辺山土造物実測図

SK73 5A区に位置する長辺約 1m、短辺O.76m、深さO.30m

の平面形が不整形な土墳である 。 埋土は黒色 (7.5Y2/ l)~灰オリー

ブ色(5Y512.5)細牒質シルトで、弥生土器の細片が出土した(図

17) 0 土墳の底には3個の下に向かつて細くなる小穴が見られるこ

とから樹木の根痕の可能性がある O

56は斐の底部片で、内底面をユピオサエで整えている。器体の

外面は風化しており、調整は不明である。弥生時代中期後葉に属

するものであろう。

SK74 5A区に位置する長辺O.7m以上、短辺O.9m、深さ0.40m

の土墳である。埋土はオリーブ黄色(5Y6/4)細喋質シルトで、遺物は出土しなかった。

SP37 6A区に位置する長径O.23m、短径O.20m、深さO.35mの小穴で、 上端の径が底径に比べて

わずかに大きい。小穴の底から約O.2mの位置に浮いたような状態で弥生時代終末の完形の鉢57が口

縁部を上にして出土した(図18、図版7~ 8)。埋土は黒褐色(2.5Y31l)細礁質シルトで、 若干の炭化

物が見られたが、柱痕跡は確認されなかった。いわゆる土器埋納墳と呼ばれるものである。

57の体部は丸味のある平らな底部から内湾しながら立ち、口縁端部は外上方に開く 。器体の調整は

口縁部の内外面がヨコナデ、体部は内外面ともに不定方向のナデである。庄内2期に属するものであ

ろう(図18)。

SP52・56.57 5A区に位置する直径O.20m前後、深さO.lm前後の浅い小穴で、ある。これらの埋

19 



土はにぶい黄褐色(lOYR4/3)細蝶質シルトで、掘形が不整形な

8P52には西に偏って直径0.06mの杭とみられる痕跡があった。こ

れらの小穴では遺物は出土しなかったが、 5A区に分布している土

墳の埋土と基本的に変わらないことから、両者は同時期の遺構と

考えられる。

8051 5A区に位置する幅0.50m、深さ0.10mの東西方向の溝

である。遺構の東部を弥生時代終末の落込み8X59に掘り込まれて

いる。埋土は黒褐色(2.5Y312)シルトで、遺物は出土しなかった。

8060 5A区に位置する r/llîl0 .40~ 1. 1 0m、深さ 0. 1O~0.20mの東

西方向の溝で、弥生時代終末の8X72を掘り込んでいる。埋土は水

っきの黒褐色(2.5Y3/2)シルトで、遺物は出土しなかった。なお、

8060は東側約4.5mに位置する8051と規模や方向および埋土が同

じであることから注目されたが、溝の機能については明らかにで

きなかった。

8X75 2A ~4A区にかけて位置する全長が約22mの墳丘墓で、

墳丘の南北幅は約14mある(図19)。墳正の上面は室町~江戸時代

の耕作により撹乱されており、ここでは盛土はまったく確認され

なかった。なお、北周溝の北側は周溝の検出面より南北約5.5m幅

でテラス状に窪んでおり、ここには幅約0.7mの南西から北東方向に延びる溝の痕跡があった。本溝は

北周溝の埋土を除去したあとで確認されたことから墳丘墓に先行する時期の遺構と考えられるO

SP37 

h

l
V
U
 

X-154，079 

l盟側色(25Y3/l)綱際質シルト (炭ftむ)
2 :11';":オリープ色(5Y4/3)ンルト

o 50cm 
ト一一一寸←一一一「一一一~一一 γ一一一一寸

1: 20 

。 10cm 

1 : 4 

図18 SP37平而 -断而図および

出土造物笑il!lJ図

調査範囲内では墳丘および周溝の全貌は把握できなかったが、北- 南周溝の幅は2 . 5~4 . 5mあり、

深さは墳正墓の検出面から約0 . 3~0 . 5mある 。 以下、南周溝から埋士お よ び出土遺物について報告する 。

南周溝内には下から加工時形成層とみられる第6層の偽喋を含むオリーブ黒色(5Y312)粘土質シル

ト、 黒色(5Y21l)粘土質シル ト、オリーブ黒色(7.5Y3/1)粘土質シルトが堆積しており、底から0.05

~0 . 1 5m浮いた状態で、弥生土器58 ・ 59が出土した (図版 6 ) 。

58は南周溝の西部から出土した口縁部が2段に開く複合口縁壷で、口縁端部を下方に肥厚している。

口縁部の下端には2個一対の竹管文を付加した円形浮文が巡る。胎土中に角閃石粒を含む生駒西麓産

の土器である。59は砲弾状を呈する聾の底部で、内底面をユピオサエで整えている O 外面の調整は風

化が進んでおり明らかでない(図20)。

60は最大長4.80cm、最大Illlil3.05cm、最大厚1.25cm、重さ15.6gで、模形石器の可能性がある。片面に

剥片素材の自然面が残る。61は最大長4.05cm、最大rlllil3.20cm、最大厚1.55cm、重さ21.0gの剥片で、あ

る。片面に自然、面が残る。62は最大長2.80cm、最大幅3.95cm、最大厚0.55cm、重さ4.70gの剥片で、ある。

以上の石器の石材はサヌカイトである。

西周溝は拡張区で周溝の一部を確認したのみであり、rlllilは3m以上、深さは検出面からO.4m前後あっ

た。埋土は機能時堆積層のオリーブ黒色(7.5Y3/1)粘土質シルト、黒色(5Y2I1)粘土質シルト、加工

一20
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時堆積層の第6層の偽離を含むオリーブ黒

色(5Y312)粘土質シルトであり、機能時

堆積層から弥生土器の制片や石器が出土し

た(図21)。

63は最大長4.30cm、最大111高3.20cm、最

大厚1.00cm、重量14.90gの剥片である。

下端を調整剥離している。石材はサヌカイ

トである。

64は最大長4.60cm、最大111;M.70cm、最

大厚1.95cmの砂岩製の敵石で、ある。下端に

著しい敵打痕が見られる。全体に二次的な

火を受けて赤変している。

北周溝の埋士は東西で岩相や色調が若干

異なっていた。西部の埋土は機能時堆積層

の黒褐色(lOYR31l)粘土質シルト、暗オ

リーブ褐色(2.5Y3/3)細磯混り粘土質シル

トで、 墳丘の側には加工時形成層とみられ

る明黄褐色(lOYR6/S)粘土質シルトの偽

礁が確認された(図19)。北周溝東部の埋土

は機能時堆積層の明黄褐色(10YR6/6)粘

土質シルト、機能時堆積層の炭化物を含む

暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト、墳丘盛

土の偽喋とみられる黄褐色(2.5Y5/6)粘土

質シル ト、黒褐色(lOYR3/1)粘土質シル

ト、灰色(5Y4/1)細喋混り粘土質シルト

で、弥生土器65~70および石器71 ~74が

出土した(図22)。

65~70は北周溝の東側から出土した土

器である o65は口縁端部を下方に拡張した

広口査で、調整は器面が風化しており明ら

かでない。胎土中に角閃石粒を含む生駒西

麓地域から搬入された土器である。66は張

りのある体部から短い口頚部が立つ直口壷

である。体部の上端近くに櫛描直線文4条

と竹管文を施している。口頚部の内外面を

三三クイ9

。
ω一一
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どコ
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図20 SX75南周溝11'，土遺物実iJ!IJ図
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5cm 

ヨコナデ調整しており、体部内面はユピオサエで

整えている。胎土中に雲母 ・角閃石粒を含む吉備

地域から搬入された土器と考えられる。67は斐の

口頚部から体部にかけての破片である。調整は口

縁部の内外面がヨコナデ、体部の内面は時計回り

のヘラケズリで、口縁端部をわず、かに肥厚してい

る。胎土中に角閃石粒を含む生駒西麓地域から搬

入された土器である。68は蛸壷の口縁部片で、外

から内に向けて紐孔を穿つ。器面の調整は内外国

とも縦方向のナデである。69は裏面が浅く凹む護

の底部である。70は接置面を平坦におさめた斐の

底部である。69・70ともに器面が風化しており 、

調整は明らかでなし、。

以上の南・北周溝から出土した弥生土器の所属

時期であるが、弥生時代中期後葉に属する65・70を除く 、生駒西麓地域から搬入された複合口縁査

58 ・ 護67をはじめ、斐底音[~59 ・ 直口壷66などは庄内 2 期に属するものと考えられる O

次に石器であるが、 71は最大長2.65cm、最大幅1.05cm、最大厚O.25cm、重さO.70gの横長の剥片を

素材にした小型のナイフ形石器とみられるものである。背の一部に細部調整剥離がある。72は最大長

2.60cm、最大1[1高1.70cm、最大厚O.55cm、重さ2.70gの剥片で、下端が折れている o 73は最大長6.35cm、

最大IIIJJJ5.25cm、最大厚1.30cm、重さ51.0gの模形石器で、ある。薄手の剥片を素材にしており 、左右に

挟撃によって生じた剥離がある。以上の石器の石材はサヌカイ トである。74は最大長7.20cm、最大IjIJJJ

6.10cm、最大厚2.50cm、重さ179.4gの砂岩製の敵石で、ある。側面の片方を折損しているが他方には敵

打痕が、表裏面にも磨った痕跡が見られる。

SX76 SX75の北周溝の北側にあるテラスの西部に位置する全長約4.5mのいわゆる方形周溝墓(墳

丘墓)である O 遺構の大半は調査範囲外のため、周溝を含む墳丘の形状については明らかでない。また、

墳丘の形状は一見丸いように思われるが、これも SX75の周溝やテラスとの切り合い関係が不確かで

あり 、 本来の形状は不明である 。 墳丘の北東側の周溝の幅は0.4~O.7m 、 深さ約O. 2mあり、埋土は機

能時堆積層のオリーブ褐色(2.5Y4/6)粘土質シル トである。周溝内から遺物は出土しなかったが、墳

Eの東側にあるテラス内では弥生時代中期後葉および同終末の土器の細片が出土している。本遺構は

形態や周溝の埋土からみて、SX75とほぼ同時期に営まれた規模の小さな墳丘墓であろう。
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第3節室町時代の遺構と遺物

本調査では I区の北部で第4層下面からと、同区の南部の第5層の上面において室町時代の土器類

や瓦の細片を含む掘立柱建物や小穴、耕作に関わる溝群や足跡群を検出した (図23~27) 。 以下、 l区

の南側からJI[買を追っておもな遺構 ・遺物の記述をする。

S861 3A区に位置する建物の中央を南北方向の溝S077に切られた東西 ・南北2問x2聞の掘立

柱建物で、柱間寸法は南北2.8m、東西2.8~3 . 0mある 。 SP9 の西側にある SP8 は建物の補修に伴う

柱穴と考える O 各柱穴の規模は0.25~0 .40m、深さ 0 . 20~0. 35mあり 、 掘形のおもな埋土は浅黄色

(5Y7/4)細蝶質シルトで、柱痕跡は炭化物や土器片を含む灰オ リーブ色(5Y5/3)粘土質シルト~黄

色 (5Y7 / 6) 細蝶質 シルトである 。 SP1 ・ 4 ・ 6 ・ 8 では直径0 . 10~0 .1 5mの柱痕跡が確認された (図

25) 0 

SA70 S861 の南東に位置する南北方向に並ぶ 4 個の柱穴 SP62~65からなる長さ約10.5mの柵列

とみ ら れる遺構である (図24 ・ 25) 。 各柱穴は直径0.3~0 .4m、 深さ 0. 1~0 . 2mあり 、掘形の埋土は暗

オリーブ色(5Y4/3)シルトで、柱痕跡は黒褐色(2.5Y3/1.5)シルトである O 遺物は出土しなかったが、

埋土からみてS861とさほど変わらない時期と考えられる。

S002~07 7 A区の踏込み群の北側に東西に並んで位置する幅0.2~0. 5m、深さ 0 .1~0 . 3mの土墳状

の遺構である。遺構の主軸が南北方向の溝S011と同じであること、埋土も暗褐色(lOYR3/4)細磯質

シル卜でS011の埋土とさほど変わらないことから、本来は鋤溝群を構成する南北方向の溝で、あった

と考えられる。所属時期を示すような遺物は出土しなかった。

SK01 7 A ~8A区に位置する 長径0 . 8cm、短径0.3cm以上、深さ 0.3cmの不整形な土墳で、埋土は第

6層の偽離を含む灰色(5Y4/1)細磯混り粘土質シルトである。遺物は出土しなかった。

S008~10 7 A区に位置する南東から北西方向の 111~0 . 3~0.5m、深さ O.lm前後の耕作に関わる溝の

残存部である。これらは第4層下面から検出されており、埋土は暗褐色(lOYR3/4)細牒質シルトで、

弥生土器の細片が出土した。

S011 1 区の西側に位置する幅0.4~ 1. 3m 、 深さ O.lm前後の南北方向の溝で、ある (図23 ・ 26) 。 本

溝は7A~6A区の中程にかけて位置する撹乱以南から南北方向の S077 と一部で接しながら並列して

いる。埋土はオリーフマ褐色(2.5Y4/3)粗粒砂質シル トで、南側のS077を含めて溝の方位が当地域の

条里制の方位と変わらないことから、坪境の溝の可能性がある O

S036 6A ~7 A区に位置する 1[r~0 . 2~0 .4m、深さ O.lmの浅い溝で、後述する鋤溝群 S038~44 を

掘り込んで、いる(図27)。埋土はにぶい黄褐色(lOYR4/3)細牒質シルトで、鋤溝群と変わらない。本

溝も耕作に伴う鋤溝とみられるが、これに伴う同方向の溝は調査区内で、は確認で、きなかった。

S038~50 6A区以北に位置する 1[r~0.2~0.6m、 深さ 0 .05~0.lmの南東から北西方向の鋤溝群で、あ

る 。 各溝は0.2~0 .4m間隔で、並んで、おり、おもな埋土はにぶい黄褐色 (l OYR4/ 3) 細牒質 シル ト ~明黄

褐色(2.5Y7/6)シルトである O 埋土から弥生土器の細片、古代の土師器・須恵器の細片、室町時代の
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土器類-瓦の細片が出土したが、図化しう るものはない。

S058 6A区に位置する幅0.4~ 1. 5m、 深さ O. lmの不整形な溝状の遺構で、鋤溝群 S038~50を切

るが、遺構の北端は南北溝S011に切られている(図27)。埋土はにぶい黄褐色(10YR4/3)細蝶質シル

ト~灰色(5Y4/1)粗粒砂で、弥生時代終末の土器片のほか、石倣や須恵器片が出土した(図28)。

75は体部の外縁部に方形の高台を貼り付けた須恵器杯Bの細片である。器体の内外面をヨコナデ調

整している。8世紀中頃に属するものであろう。

76は最大長2.6cm、最大幅1.7cm、最大厚O.25cm、重さl.Ogのサヌカイト製の凹基無茎式石銑で、ある。
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匡128 SD58出土遺物実測図

表裏面とも外縁から内に向かつて細部調整しており、尖端は鋭い。

基部を左右に張るように調整していることや形態からみて、縄文

時代前期に属する可能性がある(図28)。これらの遺物はSD58の

年代を直接示す遺物ではないが、喜連西遺跡の年代や性格を明ら

かにするうえで基礎的な資料といえよう O

踏込み群 6A~7A区に位置する径O.2~0 .4m、深さ O.05cm前

後ある O 第4層中から踏み込まれており 、埋土は暗褐色(lOYR3/4)

細陳質シルトである O 弥生土器の細片が出土した以外、時期を示

すものは見られなかった。踏込み群は偶蹄類の足跡群と考える。
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第4節江戸時代の遺構と遺物

江戸時代の遺構は 1・2区の第2層の上面で検出した当地域の条里制の方位と一致する畦畔のほか、

第2層の下面で確認された鋤溝群がある。ここでは畦畔SR101 ~1 05について報告しておく。

SR101 1 区の西部を南北に延びる上幅約0.6~0 . 8m、

高さO.lmの断面形が台形を呈する畦畔である (図29)。畦

畔の位置(y=-4l.1900)やこれからわず力、に東に寄った位

置の下層に既述した江戸時代以前の坪境溝とみたSD11・

77があるが、 これも本畦畔が当地区の基幹となる畦畔で

あったことを示唆している。

SR102 2C区に位置する幅0.3~0.7m、高さ O. l mの断

面形が台形を呈する畦畔である。本畦畔と東にある SR101

の距離は、畦畔の頂部間で10.lmある。

SR103 2E区に位置する上l幅0.7~0.9m、高さ O. l mの

断面形が台形を呈する畦畔である(図29)。畦畔の東法面に

は東に延びる突起状の畦畔があるが、これは東に約22.8m

1区
離れた位置にある SR102から西側に延びる畦畔に取りつ

く可能性がある(図29)。

SR104 2B ~2C区に位置する SR102から東に延びる上

幅約0.5m、高さ約O.lmのlliYT面形が台形を呈する畦畔で、

これから東に約9mの位置に南北方向のSR101がある(図

29)。

SR105 2B ~2C区に位置する SR102から東に延びる

2区

2F区|

1E区 1D区

叶C:w，
7因。5

1C区

図29 第2層上面遺構配置図
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第4節 江戸時代の遺構と造物

上幅 ・高さとも北側にあるSR104と変わらない畦畔である(図29)0SR104・105聞の距離は上幅で約

4mあり、一見小区画水田の畦畔のようであるが、これらの畦畔の周囲には旧市営住宅の基礎があり、

全容は掴めなかった。

以上の畦畔は既述したように下層にある坪境構とみるSD11・77と同様に当地域の条里制地割を踏

襲する遺構の lつといえよう。
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第5節各層出土の遺物

ここでは各層から出土した遺物のうち、図化したも

のを上位層から順を追って報告する(図30・31)0

77は肥前磁器染付油査である。口縁部は張りのある

体部から筒状の細い頚部を経て大きく開く 。器体の外

面の圏線など染付の呉須の質は悪く 、内面は露胎であ

る。78は肥前磁器染付碗で、器表面には圏線聞に柳の

文様がある。79は肥前磁器染付碗で、器体内底面に蛇

目紬剥ぎが、器体外面には草花文と高台近くに3条の

圏線がある。以上の肥前磁器は77・78が18世紀後葉~

19世紀前葉、79は18世紀中~後葉に属するものであろ

Ir¥77 三」
340-m 
一hl
l
l
lN

、:亡二コ:つO

80は煙管の吸口で、片方を狭めた一枚の薄い銅板(厚

さ 0.0 5 mm) を丸めて製作している 。 1 8世紀~1 9世紀代

に属するものとみられる。

81は平瓦の細片で、凹面には糸切り痕が、凸面は糸

切りのあと、粗いナデで整えている。中世瓦であろう O

82は須恵器蓋の扇平なつまみで、器体の表裏面をヨ

コナデ調整している。83は頚部から口縁部が大きく

開いたあと、端部を上方に肥厚した須恵器広口査であ

る。器体の内外面をヨコナデ調整している。84は頭部

から水平に開く口縁部を垂下させた弥生土器広口査で

ある。口縁部の外端面には3条の凹線文を施している。

器面の残りが悪いが、調整はヨコナデのようである。

以上の土器の所属時期は82・83が8世紀頃、84は弥生

時代中期後葉に属するものである。

85は直径2.35cm、厚さ約 1mmの紹聖元賓で、 北宋の

紹聖年間 ( 1 094~1 097)に鋳造されたものである。文

字は行書体で、渡来銭の一種である。

86・87は第2層、88・89は第5層から出土した石器である。これらの石材は砂岩である89以外はす

-qユ82

r83 
〆'三三ヨF三三三三三ヨ

20cm 。 10 

1 4 

n
l
u
u川
H
H
U
H
U
H
川
H
H
n
H
HH
H
H
H
U

0 2cm 

1: 1 

図30 各層出土遺物実測図(1)

第 2 層 (77~83 . 85)、第5層(84)

べてサヌカイ トである o86は最大長5.90cm、最大幅3.70cm、最大厚1.50cm、重さ39.0gの石核で、剥

離面の外側に自然、面が残る。87は最大長3.25cm、最大幅2.40cm、最大厚O.6cm、重さ3.9gで、模形石器

の可能性がある。88は最大長4.90cm、最大幅1.85cm、最大厚0.55cm、重さ3.9gの凸基有茎式石鉱で、あ
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図31 各層出土遺物実測図(2) 

第2層(86・87)、第5層(88.89)

るO 片面に剥片の主要剥離面が残っているが、基部を含めて外縁音防、ら内に向かつて市111部調整を施し

ている。尖端 ・基部 ・茎部とも断面形態は菱形を呈するものである o 89は敵石の残欠である O 以上の

石器のうち、形態や調整技法から弥生時代中期後葉に属する石撤とみる88以外は器面が著しく風化し

ていることから、弥生時代以前の石器と考えられる O 中でも石核86は後期旧石器時代に属する可能性

カTある。
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第E章調査のまとめ

今回の調査では後期旧石器時代の石器、縄文時代前期の石織、弥生時代中期後葉の石搬および敵石、

弥生時代中期後葉の土器、弥生時代終末の土器、平安時代~江戸時代の土器類、金属器や銭貨な ど多

岐に渡る遺物のほか、弥生時代終末 (庄内 1 ~ 2 期)の土器が投棄された土旗 SK66および、全長22mの

墳丘墓SX75など、 喜連西遺跡を特徴付ける遺構 ・遺物を検出することができた。これらの資料は喜

連西遺跡のみならず、南に位置する後期旧石器時代~江戸時代に至る複合遺跡として知られる瓜破北

遺跡を含めて河内台地の北縁部に分布する遺跡の実態を明らかにするうえで重要な資料となった。こ

こでは調査成果を時代順に列記して調査のまとめとしたい。

後期旧石器時代

l区の弥生時代終末の遺構内および第6層の上部から後期旧石器時代のサヌカイト製の模形石器 ・

小型ナイフ形石器 ・石核 ・景IJ片などが出土した。これらは喜連西遺跡も南に位置する瓜破北遺跡と同

様に後期旧石器時代のキャンプサイ トが存在することを裏付けている。今後調査地周辺で行われる発

掘調査の際には、|日石器調査を実施する必要があろう。

縄文時代前期

当該期とみられる凹基無茎式石臓がl点出土したのみであるが、これは調査地域が後期旧石器時代

以降も人々の生業の場になっていたことを示唆する資料として注意すべきものである。

弥生時代中期後葉

弥生時代中期後葉に属する多数の土器および、凸基有茎式石散がl点出土した。これらは遊離資料で

はあるが、喜連西遺跡にも弥生時代中期後葉の集落が営まれていたことを示唆するものであり 、今後

調査地域で集落に関係する具体的な遺構が検出される可能性がこれまで以上に高くなったといえる。

弥生時代終末

本調査で、は保存状態は悪かっ たが、 弥生時代終末期の土器群 (庄内 1 ~ 2 期) を伴う SK66、 土器埋

市lig墳 SP37 、 墳丘墓SX75 ・ 76を検出した。 こ のうち、 SX75は墳丘の一辺が1 2~ 1 3mの方形の墳E墓で、

本墳丘墓の周溝を含めた規模は、全長約22mあり、隣接する墳丘の一辺が約4mの墳丘墓(いわゆる

方形周溝墓)SX76と比べると格段に大きなことがわかる。両墳丘墓の築造時期は周溝の埋土の状況や

出土土器からみてさほど変わらないことから、墳丘の規模の違いは埋葬された被葬者の社会的な地位

の格差を示すものと考えられる。弥生時代終末の喜連西遺跡の墓域の範囲や墓葬の具体的な状況に

ついては今回の調査資料のみではわからないが、2基の墳丘墓の位置を考慮すると、 墓域はこれから

北西および南東にかけて拡がっている可能性がある。なお、当地域でこれまでに確認されている弥生

時代終末(庄内 1 ~ 2 期) の墳丘墓は、 本調査地の東方に位置する喜連東遺跡 ( KR86- 4次 :SX401・

402) [大阪市文化財協会2009cJおよび、南に隣接する瓜破北遺跡(UR04-2次:SX501)[大阪市文化

ウ
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第血i:.，-: f;Jm査のまとめ

財協会2006Jで確認されているが、これまでのところ SX75が同一時期の墳丘墓の中では最大である。

一方、喜連西遺跡の2基の墳丘墓を含む墓域と南に隣接する瓜破北遺跡(UR04-2次調査地)で確

認されている墓域間の距離は直線距離で、約500m離れており、 2地点聞の標高差は約0.7mある。つま

り、弥生時代終末の旧地表面は瓜破北遺跡から喜連西遺跡に向かつてわず、かに下がっていることを示

しており、この間には弥生時代後期後葉~終末の居住域が存在するものとみられている[大阪市文化

財協会2006J。今後、本調査地の周辺部の調査が進めば両遺跡聞の具体的な状況についても明らかに

なるであろう。

室町時代

室町時代の遺構としては掘立柱建物および耕作に伴う鋤溝群をはじめ、当地域の条里制方位と同じ

溝を検出した。第4層の下面で検出した鋤溝群の方位は北西方向であり、当地域の条里制の方位とは

大きく異なるものであった。しかし、鋤溝群が示す方位は短期間のうちに条里制の方位と同じ方位の

溝に変わっていた。このような鋤溝群や坪境の可能性のある溝の方位が変わる背景には有力な寺社に

よる荘園の開発とその衰退、在地富豪層の台頭など当地域の支配体制の変遷と軌をーにしている。

江戸時代

本調査で検出した基幹となる畦畔群は、当地域が前の時代に引き続き条里制の方位を継承した田園

地帯であったことを物語っており、その景観は調査地一帯が住宅地に変貌した近年まで大きくは変わ

らなかったようである。
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表4 遺構観察表

規模1m)

訓飢判遺構名 |地lズ 府位同点同四函i1つ己径 一 深さ i
l<RJO← IlsRJOI 1 1¥壬 第2府 LIIJII -11申，，:06-081 高さ日 l

lくluo-IlsR102 12c ~，2田上i自iI ー|上附0.3-0.71 1::;;<011 

I¥RIO-llSRI03 12E 担肘 l二而 -1仁幌0.7-0.91 高さ札l 江戸時代

KRlO-IlsRlOrl 12B-2C第2肘じlilil -1 上阿051 山さ0. 1 1- 江戸時(~
I<RI0-IISRI05 12日-2C ~，2府 UI師 -1 上脳051 一1 ，I ':J~ 且 1 1

- fl; i時代

KRIO-lIS1¥01 川 第4111下而| ω0.3以ヒ 0.3第6府の偽礁を含む灰色際削粘土 t~シルト |室川ft

kRlO-IISD02 1 i/¥ 第4附 l'luil -1 恥10.21 0.1 11閥色紺l傑質ンルト l室町時代

日1O -1~3 1 iム 附干吐_ _-[ ~O.3L _ -_1 _ 0.1附色紺l附ンJレト 「主 n時 f~
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K1，1O-1Is010 7/¥ "，41(9下而 -1 IhlO21 -1 0.05附褐色組l機質ンルト 三而'f(.t
KRIO-llsDII ト 8/¥ 制附ドI同 一阿04-1.31-- I1オリーブ同制1I附質シルト ー ---ri両日
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表5 遺物観察表(1)
f回戦
日日程 1，i!ff> 地区 il1構名 層名 口i子(cm) 桜田'j(cm) 重量(g) 色調 f成tVt 日ti考

番号
口毒事剖111'1

l 
弥生土

制I~H'ii
6A拡張
SIく66 (911 (60) 一 位色-11音灰黄色

長石 石J;~ 良 弥生時代中IUJ
<ii 区 チヘー 卜 ~:j 

様後葉式山)可!大IN-3

口手量-g1idi;1/2

2 
弥生土

制到査
6A事~3，長
SI¥66 (41) 

にぷい賞燈色~ 長石石英雲 良 弥生時代中期

iiii J6 明褐色 母チャー卜 k干 後葉(河内N-3
機式)

や
[]，.草郡116

3 
弥生土
ri::仁l盗

6Aおll: j;J~
SK66 (178) (601 

浅黄色~にぶい
や
弥生時代中期

y.ii 区 質勝色 チャート 後葉(河内IV-3
五L
様式)

4 I弥器生j 6区A拡張 15K66
や
茸1府部1/6

2づ:日? 一 !五1'1色-1人色 や
弥生時代中WJ

子一苛ート n 後葉(河 r~JN-3

様式)

小片

J¥<::k'plii(3 lr・~
6A 羽l1: j;J~
51¥66 最大長(33)

にぶい'Nl.tR色
長石イ1英

1'< 弥生時代中期i
区 品、色~貰灰色 H 後葉(河内IV-3

様式)

や
u縁部1/12

広口珪ι 6A1iliR 1 51¥66 (190) (1.45) 
にぶい政指色~

や
弥生時代中期

乱平 区 オリ ブ黒色
j主
後葉(河内IV-3
様式)

長石。石英 二E
ベ矛
1 I ~~官官1/ 1;:

弥生士 6AW;<).長 弥生時代中期
7 
器

広口主主
[烹
51¥66 (21.0) (1.4) H音!疋黄色

母角日1石
や
後楽(河内IV-3

良
様式)

口縁部1/3

8 
弥生土

広口fi
6A拡張
5K66 (164) 黄禍色

長石石英霊 艮 弥生時代中間l

i持 区 母.t'J!XJ石 がf {五葉(同'ff人JN-3
禄式)

l長石石英 向閃
[1縁部118

9 
弥生土

rt 口~{:_;:
6A拡張
51(66 (224) (36) に」如、ijt褐色

良 弥生時代中国l
器 区 H i圭業(河内IV-3

様式)

ぺ
|石英長石雲

口主当ま部時約代ll/2 

10 
弥生土

広口:!::i:
6A拡張
51(66 (25.2) (73) にぶい黄褐色

良 初、 I'IUJ

~~ F王 母 fJJWl石 年f 後葉(MI大IN-3
被式)

口縁~頭部118

11 
弥生土

羽出仮
6A拡張
5K66 (194) (58) 一 浅黄色

良 弥生時代中期

器 七正 校 ~:i 後葉(河内N-3
様式)

口縁部1/6

12 
弥生土

小型斐
6A拡張
51¥66 (11.2) (20) 

浅黄燈色~にぶ
長石石英

良 弥生時代中JVJ
ii， 区 い極色 H 後楽(iilJl有N-3

様式)

底部のみ

13 
弥生土

五江
6At止限
5K66 庇径5.2

にA山、黄色~盟 長石石英角|刈 良 弥生時代'1'1明
日品 i丘 色 石 H i長業(河内IV-3

様式)

や
底部のみ

14 
弥生土
型E

6AIJ1:i}長
5K66 !ι径4.8 ド11)

I府灰黄色~黄褐
や
弥生時代中期

，:; 区 色 母 角JXJ石
良
後葉(河内N-3
様式)

や
底部1/2

15 
弥生土 zづ.. でr 6A拡張

5K66 I!.¥i圭(9.2) (51) 
日月赤褐色~灰筑 長石石英

や
弥生時代中期

日詰 区 間色 チャー卜 i長紫(河内IV-3
良
様式)

底部3/4

16 
弥生土

志ι杭
GAJIl:張
5K66 底i壬5.6 (2.4) 

にJ弘、極色浅 長石石英 良 弥生時代中期

y，i! 区 前崎色~淡燈色 チャート 在J i託業(河内N-3
様式)

i}M'土 6A拡張 に」品、黄褐色~
や
口縁~体部113

17 
器

~ 
区
5K66 (11.4) (108) 

に，.1;，、1品極色
長石石英 ベ3

庄内1-21間
良

弥生土 6A拡張 長石 。石英
や
口縁~頚部1/6

18 ~~ 51(66 (148) (52) 一 浅黄色~続色 や
器 R チャート

l'!. 
11内1-2開l

位色にぷい黄
弥生土 6A羽l):i;N 長石。石英 良 口縁~府苦111/6
19 
器

却正灰

区
51(66 (149) (56) 一 程色~灰黄色

チャート H 庄内1-2期
に」弘、)li色

20 
弥生土

斐
6A拐、F長
SK66 (15.3) (66) 

にぷい褐色~に
長:tj石英

良 口志望百五1/6

mi 区 』品 、'!.ó.'l~ 色 H 庄内1-2WJ

弥生土 6A拡張 にぷい黄燈色~ K石石英 や
口縁~肩部116

21 
.~:; 

誠二b己征

区
5K66 (17.7) (7.3) 

桜色 チャー i
ベヨ
庄内1-2則

良

弥生土 6A拡張 長石石英
や
底部112

22 割~~ 5K66 li(i壬4.0 (471 経色~灰色 や
1，:; 区 チャーl

H 
庄内1-2期

23 宝t 6区Aおよ ~1~ 51く66 !ιf干4.5 ド11) lに情灰ぶ黄し、黄色褐色 長母石角石jX)英石 雲
良 底部のみ 庄内

1-21引

24 
弥生土

5!~ 
6A1il~J， 
51く66 1正径3.2 (23) 

にぷい黄色~浅 長石石英 良 !良部のみ

1，:; 区 黄色 チ刊ート 好 庄内1-?期

25 
弥生土

~~ 
6A拡~Q
5K66 !主任4.0 (20) 

前褐色 1N灰色 長布石英 良 収部112

ii. 区 ~灰色 チヘー ト 好 庄内1-2期
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表6 造物観察表(2) 

日5形 j也I，{ J自げIγI If'l~〆l |明m) (，~ r'~'j(削 | 品!lgl 色訓 IJf; L 
焼
備考

高ト号 )，)正

や
26 弥生上 斐 6Alil:'Jn 

5K66 )il:i王4，5 1221 l人賞色~燈色
i土イlイj:b'f:

や
1止部のみ庄内

日号 R: チャー ト
j'~ 
1-2WJ 

や

27 
引"1→」二

護
6A拡張
5K66 (1481 浅黄色-1火山色

長正，'，UY<
ペ2 11.'*剖;1/6

日品 1:<: チャー 卜
H 
庄内1-2矧

~:J; lL I~. 6A拡張
ト←

灰賞制色 tit灰 長石干î lJ~ H U縁日部1761
28 
，;; 

刻記伝

I;{ 51く66 (128) 16，6) 
色 チャート 灯 庄内1-21明

:IL.J禄~頚剖M29 弥生上世斐 6Alil3J， 
5K66 15，5) ー 槍色-1:央政色

14，1;干-i!li: 
P.fi R: チャート 良 tUJ.II-2JVJ

ト一一
や

30 弥之l土 ~~ 6A1il';ti 5K66 
(1481 (37) 

H苛灰黄色黒色 長石イIY<' I'JI}!j ペ3 II番手剖~l/4

25 l壬 ~以 前褐色 行
H 
庄内1-2期

31 制、'1'，[， 6，¥ 111:';J; SK66 
にぷい黄褐色

長1I'1行英
や

円*~音1; 1 /4
型E (128) 15.21 ー にぷい赤尚色~ や

{!， i豆
1亦怯j色

チャート
上L
山内]-2WJ

32 弥生上 型E 6A1!l'JJl 5K66 116，21 (32) lこぶし‘黄褐色 l主イlイ;9< f! 口縁部1/6

"" 
区 チャート 'lt付 H U:I什]-2WJ

1YidH SK66 
浅11~ 燈色 1!~rJ;火 や

u綜-~首都 1 /8
5!~ (176) 14，7) 色~にぷし、黄樗 長石 <-I英 や

庄内]-2WJ
色 H 

34 弥生 1
)ムu，，"

6AIi1:ili 51(66 (200) 12，51 
;:¥11li色~浅ft!.松

長行才jtt H U縁部1/10
itii lメ !色 H 庄内]-2時l

35 弥'1'，1 6区A拡張 151¥66 
長石石英 H 底部のみ庄内

ヱ・ィι 底後3，0 (19) 1 
灰黄色~にぷい

~:; t立制色 ーf一刊ート i灯 1-21明

36 
仏'1'，1

!o己， 6A1.広張 51¥66 底径4.2 (30) 
桜色甲渇色~

長石イ1-!;~
良 岐部のみ ilJ)、J 1 

J，fi 区 !/i.J:k色 好 ]-2期

37 
弥'Ie-I二

'，:江7 6AI広if<51¥66 底径4，0 (38) 主1ft燈色
長行石英 良 酬のみ rHJ.J I 

Rii 10{ チヘート仙校 i好 ]-2J間
体 J立剖~I

今古ー宮守ず 6A W:~H 
51(66 (11.71 ー 浅1ft槌色

長U'U9< 捕!告阿部産の

I烹 チ弓ート 11:1 __ J，!:lつ庄内
]-2矧

39 弥'-1'，-1
"吐包λ

6AfJ1: ~ß 51、66 底径3，0 13，8) 
以前褐色浅黄 長イ1 イ」共 j込 成部のみ

器 I，{ 位色 チャー ト 灯 庄内]-2WJ

40 叫、'LI:
&且己， 6A拡張 51、66 !日ciま2.1 (35) --I <長Wl'rJ:色

長1-i・1，共 H l氏剖~ l/2 
忠平 lメ チャー ト 仕1 庄内1-2矧

やや 底部のみ庄内41 弥生上 3迂芝 6A1!1:iJi 51¥66 14，7) 一淡b'i色
長布石英

Z平 l正 チャート '.131手 良 1-21明

'12 弥生土古翠 6，-\1広 ~Ji 51、66 16，1) --1 1王向色~灰色
長引イi-!k 艮 体部113庄内

?fi 灰 チャート ~i 1-2WJ 

43 弥'I'，Jこ A鉢L 6，:;1広d長 51¥66 H 
!ffi-f-f，;部112

(12，5) 1851 主的色~桜色 長寸i， ~イ茶袋町 庄内1-21m
札予 l正 4'i 

J描1蒔，t?
噌一 戸

有段高判1リ6IスA拡1J51〈6614 弥生土 LH;， f;必
や
判、庇剖;1/4

13，01 一 浅tlt控色 ヤ
~:; チャート

良
庄内1-2JVJ

45 
弥生 t

有↓全日判、 6A拡張 51¥66 13，151 
浅黄色~燈色 長石石Y< H 村正t古1¥1/3

日出 区 にぷし、iIJ.色 チャート 白子 庄内]-2期

'16 
問、'1こ仁 JM1軒、 6A拡iliISI<66 12，21 灰11色~浅1ft色

長石心ー払; 五4 村、底部116
日持 区 チャー卜 I{f 庄内1-2期

47 
問、+，-t，

日円、
6A拡張
51く66 底径(156) (3，1) 一般色~浅Wt'色

長正i石英 良 脚剖¥1181，七l村
~ l正 Yャー卜 H 1-21明

48 イJ器 ;:ii石
6A拡張
SI¥66 最大長7.4 古~}三中M4.95 124，0 ー

砂岩(表面lもろ
区 し、)

49 イ1器 i~l石
6A拡張
51¥66 最大長5，35 fi~大幅3 ，55 6'1.1 ~岩

l孟
サヌカイト

50 ，ti器 機形 II丘5.'¥ SX591;'iJ辺 最大長52 最大幅2.85 21.6 後期l円石器時
ftか
サスカイト

51 イ[出 事Ilti W5A SX59周辺 最大長2，7 M大幅¥1.95 1.8 i!i:WJlIcI石部時
ftか
サヌカイト

最大出 1.9 
52 1千百品 剥片 1I3:6A SX59川辺 ー 最大長24 {針。l旧石器時

ftか

l剛一1- サヌカイト

53 打出 7引十 f品大長2.45 M大 2.11 - 後lYJII，I:ti器時
ftか
サヌカイト

5<1 石器 剥片 II丘5A SX59防J:i!1 jf，大幅3，2 6，9 後期|日石器時

代か

H 
完形

55 1ニ'l'~，日t ヌLT W5A SX72 直径1.45 にぷい黄色 長石石英
由子
制t干し見られな
し、

弥生上 良
!立剖;113

56 
得

斐 116:5A SK73 底i'i'6，0 (35) ー 明fえ褐色-1火色 長イ '1l災
4l 
弥生時代中期

1&莱

57 
弥生土

鉢 l区6.'¥ SP37 12，8 6.4 にぷい黄燈色
長イ7イi!li:'赤色 良 完形庄内2

市4 粒 fiJI)~J ，-i ~i lYI 

弥'''-:1複合口縁 1I0{2A SX751軒刷 明赤褐色~にぷ K，-iイ」必:.'~日 n 11縁~頚部116
58 !，:; iJ1t;: 12611 (10.1) 

し、証j 色 ~11. 色 時刈1)!Jri k干
生駒刊従y.

1::': 
庄内21羽

-41 -



表7 遺物観察表(3 ) 

，tJ，1世 日日槌 .ii形 地区 ilitl昨名 h可名 口径(cm) ~;f t:î(cm) 前五l(g) 色調 IIfiJ 
焼
備考

併せ !止

弥生土 SX75商問 Ku七兆
や
底部のみ庄内

59 
一iiif

~ 重 11><:2A 
i lY~ 

(5.2) 一 浅賀色~故灰色
チペート

や 2)日j
H 

60 行総 Wl形 11メ2A
SX75Tf.j周

i品大長4.8 最大師305 15.6 サヌカイト
t品L

61 イ可器 剥片 IR2A ! S.，~75市周 -
印i

最大長4.05 J，i大幅3.2 21.0 サヌカイト

62 石器 剥片 11豆2A
SX75南周一

最大長2.8 最太申;.13.95 4.7 サヌカイト
I時
SX75阿周ー

63 石器 事l片 l区2B li<大長4.3 M 大恥13.2 14.9 斗「ヌカイト
4 一

i1V，: 

64 石~if 敵石 m2B 
SX75illj)司

残存長('1.6) Iii大申"i4.II 60.9 砂岩
iW 

弥生土 SX75北開 長石石英 f与IX)
や 口械部1I8o1

65 
，;; 
広I寸帝 1P¥4A 

hYi 
(23.71 (1.51 にぷい褐色

平干
や 駒ïJlj 詑 ëf:~ ~fJ; tt 

11 '1'則f企業
弥生土 SX75北岡 長石雲母 灼IXI 艮

66 
日"
11(11"::' 11メ4A

品川
(7.01 (461 !火黄色

イ! 41 
7片側fl(つ

弥生七 SX75北町 灰黄色黄灰色
長石石英 や

小1¥生駒凶施
67 
2品
斑 11!<:4f¥ 

ii'li 
(1421 (251 

-"AWi桂j色
チャー卜向l刈 や

産吐内21剖
石雲母 良

68 
小~; LI' 土

虫古資 l区4A S.，~75~ヒ問 - (7.01 (3.41 淡{白色 'il¥' 
H 
小片庄内2期

1品 7iY': H 

69 
弥生土
苦E lP¥4A S.~75北 1~1I _ l正径(4.41 (3.251 

浅黄色黄灰色 長石チセート 底部のみ庄内

日品 iVl -0荷灰黄色 fJJIIH.i 2出l

70 ~~，;*十 現'"更 l区4A S.~75~t11iJ !立11(841 同一!日i 石，~
f! 小片弥生'1'J日i

itlt 好 f五葉

71 Iイ1.;; ナイフ形 l区4A S時X75，ヒ1.';1 最大長2.65 最大中Ml.05 0.7 サスカイト
石器

72 石昔話 剥片 l 区4 八 I ~昨X75:1ヒlfil i位大iと2.6 J止j¥中日1.7 2.7 サヌカイト

73 行総 f.A形 11旦4A S.~ 75 ，じ問
{軒

最大長6.35 最大幅5.25 51.0 サヌカイト

74 ，i.;; 前石 W4A s.:X75~ヒ悶 1 -
i茸

最大長7.2 官主ff申百(611 179.4 砂岩

75 i.且!，F桜 ff'B W6A SD58 底径(11.0) (1.8) ー灰(1色 TI1)~長 イ l
良 Jj(古五1/12
Ii(- 平安時代初期

サヌカイト

76 石総 石鍛 lP¥6A SD58 f，t大長2.6 最大幅1.7 1.0 IUI~，正証茎式

純文l時代前田l

77 !!~lìÎj俄 持，Nil)I，，" I1互3A ー 第21，自 (34) (4.9) 一 日月緑灰色 [11.色料 f~ +)'( 18d&葉
日品 ~j -19c首Ii葉

78 
11巴liij磁

染j.1腕
Ij;<A-

第2府 (108) (4.8) 1m'; 1"，色 q!色粒 H ノj、1¥.18c後楽
(，品 5A H -19c前 ït~

79 
11巴iIIJ倣

染付碗 l区4A 1- (11.2) 5.4 大j'(0. ?五
11 1/5 

器 虫干 18c中葉~後葉

80 銅製品
捜1'i'(吸

11，z4A 第2，'1 il-iJ.、長6.7 lJ;(大中日0.95 18c-19cft 
m 

81 1i. よl'瓦 第2層 最大長(7.3) 最大幅(63) 一灰色 iミイ1 イI英 11 
小片中世瓦

好

82 iJUJ.1.;; 相、蓋 l区7A 第2脳 (1.5) J五円色
長 <， . :;.;1主~化 H つまみ部のみ
鉄粒 H 8c代

83 ~f(.'J.r:!J~ 広mi:i 11正7A t，12府 15.8 (211 古灰色
長平i."]1/fJ . ~~化 良

小1¥'8dt 
鉄位 H 

84 
IJfJ、生上
広口査 lP¥4A 自';51，，) 18.4 (24) に」弘、ili!空色

j毛イJイl兆 H 不弥T生F時代中期
骨号 チャート 4干

[主1記

85 主主 制;1'元首 IIK6A 前2府 I!J:i-モ2.35 応大1'/0.1
半世Wiド!日1(1094
-10971 

86 <1，;; 石f五 W:Iヒ 自121¥'9 M大長5.9 11立大申11¥3.7 39.0 
サヌカイト

後!u川l行部時代

87 イ，，;; 眼形 1k<:5A ー 第210 最大長3.25 最大幅2.4I 3.9 ;r;;<カイト

弥生時代以前

サヌカイト

88 石器 石鍛 lP¥5A 第5肘 前大長4.9 応大中i川 85 3.9 
III I ~左右茎式

明 LI'.O;~fe'1'!UI 
i長業

89 :(i，品 高Hi I1メ5A ー 首¥5，'1 残イd毛(415) 残存恥，:(55) 11.2 
砂岩弥之|時代 | 
以前
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Notes 
The following symbols are used to represent 

archaeological features， and others， in this text 

SB: Building 

SA: Fence 

SD: Ditch 

SK: Pit 

SP: Posthole 

SX: Other features 
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